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町田市立鶴間小学校 学級代表者会規約 

 

1．目的 

（1）この会の名称を町田市立鶴間小学校学級代表者会（以下、「この会」）とする。 

（2）学級代表は保護者の意見や要望をまとめ,学校と協力して児童の幸せを図る。 

（3）学校と密接な連絡をとり、児童の健全育成のため協力する。 

（4）この会の所在地を町田市鶴間4-17-1に置く。設立日は、昭和52年4月18日である。 

 

2．会員 

(1)この会の会員（以下「会員」）は鶴間小学校保護者であることを条件とする。 

(2)会員は運営費を納めるものとする。 

(3)会員は原則1子につき１回委員を務めるものとする。 

ただし、委員募集に免除対象を定める時は、遅くとも募集と同時に会員に案内する。 

係の募集に関しても同様である。 

(4)この会は入会届・継続届提出をもって入会・継続とする。 

(5)会員は１家庭１件で数える。ただし、活動に参加する保護者の数を制限しない。 

(6)この会は毎年、鶴間小保護者（全世帯）に入会・継続と個人情報取扱いの承諾を得ることとする。 

 

3．組織（組織図参照） 

(1)この会の運営のため、学級代表者運営委員会（以下、「学代」）を組織する。 

(2)学代は、会員から委員を選出する。 

自薦または委員未経験者（免除対象者を除く）から選任する。 

選出方法は様々（色々）な方法がとれる。 

３クラスの学年は６～７名、４クラスの学年は８～９名を定員とする。選任対象者が定員より少ない場合は、 

安全委員の選任を優先し、欠員で学代を組織することを認める。 

(3)学代には、会長２名・副会長２名・会計２名・書記２名の役員をおく。この役職につく者を三役とする。 

(4)役員は学級代表者会もしくは学級代表者運営委員会で互選する。ただし、投票によらないでその他の方法に 

より選任することができる。 

(5)各委員の任期は選出日より次年度役員への引継ぎまでとする。 

(6)外部相談役として校長・副校長が担当する。 

 

4．運営 

(1)学代は、会合を原則として毎月１回（８月は除く）開催し、「学級代表者会だより」を作成・配布する。 

開催方法・出席方法はその年の委員に委ねる。 

(2)司会は原則として副会長が担当する。 

(3)必要に応じて専門委員を選出し、委員会を設ける。 

(4)規約がある委員会の運営や規約変更については、その委員会に一任する。 

(5)運営にあたっては学級の保護者等で十分に話し合い、意向を反映させる。 

 

5．活動内容 

(1)学年・学級の活動に関すること。 

(2)保護者主催の全体行事に関すること。 

(3)学級・学校行事等への協力。 

(4)教職員紹介誌発行。 

(5)その他、必要と認められること。 

(6) 地域との情報共有の場に参加。親睦と連携が図れるようにすること。 
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6. 運営費 

(1)この会の運営費は１会員1,000円とし、保険料を含む運営費の変動は、学代で決める。 

(2)弔事は次のように定める。 

本校児童・教職員及び保護者に弔慰金5,000円。 

その他必要事項が発生した場合にはその都度協議する。 

（3）転入生に関しては下記の通り。 

1学期 2学期 3学期 

4月 

5月 

6月 

7月 

 

1,000円 

 

 

9月 

10月 

11月 

12月 

900円 

800円 

700円 

600円 

1月 

2月 

3月 

500円 

400円 

300円 

     ＊ 転入生の集金については副会長が連絡・集金する。 

＊ 転校の場合は返金しないこととする。 

(4)途中退会は返金しないこととする。 

(5)会計役員は毎年度予算案を会員に提示しなければならない。 

(6)年度末には会計監査を行う。 

(7)学代会計監査は副校長・安全委員会会計が行うものとする。 

 

7.個人情報の取扱いについて 

(1)別頁「個人情報取扱規則」による。委員募集の際にも、一部抜粋して案内する。 

 

8．雑則 

(1)会員は１票の議決権をもつ。 

(2)規約を変更する場合は学代の三分の二以上の賛成票で可決、その後、全会員の三分の二以上の 

賛成票を得て執行できるものとする。 

(3)学代会長・学代地区委員は次年度以降の役員選出を免除される。 

(4)学代副会長・会計・書記の場合、次年度以降の学代・安全委員会の三役選出は、免除される。 

(5)第一子が一年生の場合、本年度の学代の三役選出は免除される。 

(6)以下の事例においては、三役で審議し、学代会合の承認をもって規約変更することができる。なお、規約変更 

した場合は、広報誌（学代だより）等をもって会員へ周知するものとする。 

  ①法令の改正 

  ②誤字・脱字 

  ③同義の言い換え 

  ④規約内での記載場所変更（内容変更なし）  

 

 

附則 

（1）この規約は令和６年度から適用する。 

 

令和３年度２月  一部改訂 

令和４年度１１月 一部改訂 

令和５年度１１月 一部改訂 

令和５年度１２月 一部改訂 

令和５年度３月  一部改訂 

 

<6年間保存> 
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個人情報取扱規則 

 

（目的） 

第１条 町田市立鶴間小学校学級代表者会（以下、「この会」）が保有する個人情報の適正な取扱いと活動の円滑な運営

を図るため、個人の権利・利益を保護することを目的に、学級代表者会内 の会員名簿・電子メール・LINE 使用等

によるやりとり・行事の記録その他の個人情報データベース（以下「個人情報データベース」と言う）取扱いについ

て定めるものとする。 

 

（責務） 

第２条 この会は、個人情報保護に関する法令を遵守するとともに、活動において個人情報の保護に努めるものとする。 

 

（管理者） 

第３条 この会における個人情報データベースとこの会所有の電子機器の管理者は、町田市立鶴間小学校学級代表者運

営委員会（以下「学代」）会長とする。 

 

（取扱者） 

第４条 この会における個人情報データベース取扱者は、学代役員とその年度の各委員会内の名簿管理および配信担当と

する。 

 

（秘密保持義務） 

第５条   個人情報データベースの管理者・取扱者は、職務上知りうることができた個人情報をみだりに他人に知らせ、または 

不当な目的に使用してはならない。その職を退いた後も同様とする。 

 

（収集方法） 

第６条   この会が個人情報を収集するときは、あらかじめその個人情報の利用目的を決め、本人に明示する。 

 

（周知） 

第７条   個人情報取扱いの方法は、おたより（学代だより等）で周知する。 

 

（利用） 

第８条   取得した個人情報は、次の目的に沿った利用を行うものとする。 

（１） この会の会費の集金・管理業務 

（２） その他の文書送付 

（３） 各種名簿作成 

（４） 役員・委員選出に関わる活動 

（５） 会員もしくは全保護者宛の文書への役員名・委員名の記載 

（６） 協力団体との会議出席者の通知・その会議が発行する紙面への記載 

 

（利用目的による制限） 

第９条   この会はあらかじめ本人の同意を得ないで、（利用）第８条の規定により特定された利用目的の達成に必要な範囲 

を超えて、個人情報を取り扱ってはならない。 

 

（管理） 

第１０条  個人情報は管理者または取扱者が保管するものとし、適正に管理する。また、不要になった個人情報は管理者ない 

し管理者の代行をする者の立ち合いのもとで、適正かつ速やかに廃棄するものとする。 
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（保管および持ち出し等） 

第１１条  個人情報データベース、個人データを取り扱う電子機器等については、ウィルス対策ソフトを入れるなど適切な状態 

にし、保管することとする。また、持ち出す場合は、個人データのファイルや委員の私用パソコンにパスワードをかけ 

るなど適切に行うこととする。紙媒体は学校内にある、決められた施錠できる棚に保管する。 

 

（第三者提供への制限） 

第１２条  個人情報は次にあげる場合を除き、あらかじめ本人の同意を得ないで第三者に提供してはならない。 

（１）法令の定めにより提供を求められた場合 

（２）学校・団体保険会社等、この会と協力関係にある機関への提供 

（３）事故・災害時等で国や地方公共団体またはその委託を受けた者に協力する必要がある場合 

 

（第三者提供に係る記録の作成等） 

第１３条  この会は個人情報を第三者（第１２条（１）から（３））に提供した時は、次の項目について記録を作成し保存する。 

ただし学校への提供に関してはこの限りではない。 

（１）第三者氏名 

（２）提供する対象者の氏名 

（３）提供する情報の項目 

（４）対象者の同意を得ている旨 

 

（情報の開示） 

第１４条  この会は、本人から個人情報の開示、利用停止、追加、削除を求められた場合は、法令に沿ってこれに応じる。 

 

（漏えい時等の対応） 

第１５条  個人情報データベースを漏えい（紛失含む）したおそれがあることを把握した場合は、直ちに管理者に報告する。 

管理者は学校に連絡、早急に適切な対処をする。 

 

（苦情の処理） 

第１６条  この会は、個人情報の取扱いに関する苦情の適切かつ迅速な処理に努めなければならない。 

 

（改正） 

第１７条  ３年ごとに見直される個人情報保護法など法令の改正または実務上不備が発生した場合は、三役会議にて審議し、 

学代の承認をもって改定することができる。 

なお、本規則を改定した場合は第７条に定める周知方法をもって会員へ周知するものとする。 

 

附則 本規則は、令和６年１月１日より施行する 
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